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2015年1月： エジプトと日本の首脳会談

2015年2月： エジプトから日本への教育協力要請

2015年8月: JICAによる基本情報収集調査の開始

2015年10月: エジプト大統領特別顧問（国家安全保障担当）、基
礎教育大臣等の訪日

JICAによるプレパイロット活動の開始

2016年2月: エジプトと日本の首脳会談
エジプト日本教育パートナーシップ（EJEP）合意

2016年5月: 基礎教育省代表団の訪日

2017年2月: JICAによる技術教育プロジェクトの開始

2018年2月: 教育・技術教育大臣の訪日

円借款プログラムの合意

2021年10月: JICAによる技術教育プロジェクト第２フェーズ開始

背景：エジプトでのTokkatsu導入
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背景：NHKクローズアップ現代での放送（2023/12/6）

https://youtu.be/Ybb7yi5hM-Q?si=U6z9gwSZO063CEA5

https://youtu.be/Ybb7yi5hM-Q?si=U6z9gwSZO063CEA5


NHKクローズアップ現代（初回放送2023/12/6）
https://www.nhk.or.jp/gendai/articles/4854/
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背景：NHKクローズアップ現代での放送（2023/12/6）

https://www.nhk.or.jp/gendai/articles/4854/


背景：エジプト持続可能なTokkatsu人材育成の構成要素

基礎教育省（MOETE） 高等教育省（MOHE）

教授等の教員

博士課程の学生

修士課程学生

卒業生

学部生

カリキュラム開発者

県や区の教育事務所の職員

Tokkatsuオフィサー

学校長と副校長

教師

指導主事
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特徴：
• 特定の分野における専門的な知識と実践的なスキルの提供が目的
• 理論的な学習と実践的な学習がミックスされているため、キャリアの可能性を広げるのに最適
• これらのコースは基礎から大学院まで様々なレベルで提供
• ビジネスや経営からヘルスケア、エンジニアリング、テクノロジーまで幅広い分野をカバー
• 柔軟な学習オプションと認定資格を備える
• さらなる教育やキャリアアップを目指す人にとって選択肢となる
• 英国には、留学生を対象としたUGおよびPGのディプロマ・コースが存在

英国におけるディプロマコースと学位プログラムの違い：
• 英国のディプロマ・コースと学位プログラムは、資格のレベル、期間、学習の深さ、キャリアの見通しなど、さま
ざまな面で異なる。

• 英国の学位プログラムは、学士号（学部）または修士号もしくは博士号（大学院）につながる高等教育資格
でる一方、ディプロマ・コースは、一般的に学位レベルより下位の資格とみなされる。ディプロマ・コースは、専
門的な職業訓練や専門的な訓練を提供することが多い。

ディプロマ・コースとは？(英国の例から）

https://www.idp.com/india/blog/degree-vs-diploma-courses-in-
uk/#:~:text=Specialised%20knowledge%20and%20practical%20skills%3A%20Diploma%20courses%20in%20the%20UK,
career%20prospects%20and%20job%20readiness

https://www.idp.com/india/blog/degree-vs-diploma-courses-in-uk/#:~:text=Specialised%20knowledge%20and%20practical%20skills%3A%20Diploma%20courses%20in%20the%20UK,career%20prospects%20and%20job%20readiness


Tokkatsuディプロマに関する主要な出来事
2021年12月 Tokkatsu指導員9人を認定

2022年9月 EJEP事務局長がエジプトでのTokkatsuディプロマ・プログラムの開発を提案

2022年12月 重点課題研究プロジェクト申請

2023年6月 Tokkatsu指導員13人を認定

2023年7月 エジプト教育パートナーシップ事務局長ハニー教授の来日（國學院大學、筑波大学、
特活学会関係者と面会し、ディプロマ開発への協力を依頼）。

2023年8月 文科省EDU-Port調査研究「非認知能力の育成に向けた特別活動の国際化と質保証に
関する研究～日本型教育先進地エジプトにおけるTokkatsuの効果検証～」開始。

2023年9月7日 同調査研究プロジェクト関係者とエジプト側関係者の第1回オンライン会議
（エジプト日本教育パートナーシップ事務局長、エジプト日本科学技術大学代表）

2023年9月12日 エジプト側関係者とエジプト高等教育省最高大学評議会教育学部委員会の意見交換

2023年10~11月 同上の継続（10/18、10/30、11/6、11/16、11/28）

2023/11/19 重点課題研究プロジェクト・EDU-Port調査研究チーム会合

エジプト側の講義・実習科目案への日本側対案提出

2023/12/27 EDU-Port調査研究による現地調査、エジプト日本科学技術大学主催イベント

エジプト側候補大学等とのラウンドテーブル協議、協議議事録への署名 8



Tokkatsu指導員認定（TTCS）

9(3) 評価委員による聞き取り (4) 評点平準化会議

(2) 指導主事による教員への助言指導(1) 学級活動（２）の公開授業



エジプト日本科学技術大学でのイベント（12/27）
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参加機関による発表 議事録への署名

ラウンドテーブル協議 グループディスカッション
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• 今回集まった関係者からエジプトにおけるTokkatsu
の振興への協力に関心が示された。

• エジプト日本科学技術大学は、エジプトにおける
Tokkatsuの振興のため、関心を有するエジプトと日本
の大学や学術団体のハブとなる。

• エジプトと日本の双方の関係団体がフォーカルパーソ
ンを設置する。

• エジプト日本科学技術大学とエジプト最高大学評議
会教育学部委員会は、エジプトのエデュケーション2.0
により新しく導入されたTokkatsuという教育活動を維
持する必要性があること、そのため教員養成において
もの喫緊の需要に応えるため、エジプトでのTokkatsu
ディプロマ・プログラム開発が必要であることに言及し
た。

• それに対応するための両国の関係者がコンソーシアム
形成を目指す。

協議議事録



日本側から提案した講義・演習案

•全体目標
日本のカリキュラムにおける特別活動は、学校における様々な構成の集団での活動を通して、課題の発見や解
決を行い、よりよい集団や学校生活を目指して様々に行われる活動の総体であること。また、学校教育全体にお
ける特別活動の意義を理解し、特別活動が育成を目指す資質・能力の視点として、「人間関係形成」・「社会参
画」・「自己実現」の三つがあることなどを理解する。また、エジプト・日本学校（EJS）が導入しているTokkatsu
やその内容や背景などについて理解するとともに、各教科等との往還的な指導、学級経営や生徒指導などとの
関連、組織的な対応など、特別活動の特質を踏まえた指導に必要な知識や素養を身に付ける。

•到達目標
① 日本学習指導要領における特別活動の目標及び内容、エジプトで取り入れているTokkatsuの内容を理解している。

② 教育課程における特別活動の位置付けと各教科等との関連を理解している。

③ 学級会や学級指導、キャリア形成の授業について、発達段階に即した指導法を理解し、実際に指導することができる。

④ 児童会活動・生徒会活動、学校特行事の内容理解している。
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1. （エジプト側がプログラム概要案をSCU（日本の設置審に該当）に提出し審査を
受ける）

2. 議事録案にあるように、エジプトと日本の間で、フォーカルパーソンを設定する。

3. フォーカルパーソンらが会議を開催し、講師は誰が担うのか、費用はどう工面す

るのか、証書はどの機関が発行するのか等の構想を議論する。

4. その構想を基に、関心を有する大学や組織それぞれが、組織内・学内で手続きを

行う。

5. 必要な場合には、エジプト側に追加のレターを発行してもらう。

6. 関心を有する大学や組織が合意可能な覚書（MOU）を固める。

7. 覚書（MOU）に署名する。

今後予想される動き
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